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タイタン

イオ エウロパ ガニメデ カリスト

岩石 岩石 氷 氷 未分化

氷

イオ～ガニメデは互いに軌道共鳴にある

大きな衛星は
タイタンのみ

（全衛星質量の95%）
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周惑星円盤モデル 衛星系形成モデル
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本研究のオリジナルアイデア　木星系・土星系円盤の違い
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�y Monte Carlo Simulation（n=100）
　パラメータ：
　　円盤の粘性（αモデル）
　　円盤散逸のタイムスケール　　　　　　　　　　　
　　微衛星の種の数

! = 10! 3 ! 10! 2

! in = 3 ! 106 " 5 ! 106

N = 10 ! 20
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木星系 土星系
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岩石・岩石・氷・氷
の衛星系になっている場合

氷衛星で質量がタイタン
と同程度ある場合
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内側の３衛星は軌道共鳴 最大の衛星が全衛星質量の
90%以上を占める



•カリストの形成時間（未分化問題）
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•タイタンの形成時間
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•有力？なリングの起源：
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•土星のみがリングを作れる！：
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周惑星円盤モデル 衛星系形成モデル

本研究のオリジナルアイデア　木星系・土星系円盤の違い
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